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インストレーション 

インストラクション

HP SDLTテープ ドライブには、Wide-Ultra SCSIコントローラま
たはそれ以上のコントローラが必要です。 

手順手順手順手順1　SCSI IDの設定（図の設定（図の設定（図の設定（図A））））    

同一のSCSIバス上では、SCSIデバイスごとに、固有のSCSI IDを
割り当てなければなりません。HPテープ ドライブのデフォルト
のSCSI IDは6です。SCSI IDを変更する必要がある場合は、テー
プ ドライブの背面にある数字表示の上または下のボタンを押し
て、希望の数字を設定します。

注注注注: : : : SCSI ID 7はSCSIコントローラ用に予約されています。同一SCSIバス
内で2枚のSCSIコントローラを同時に使用する場合は、SCSI ID 6と7が予
約されています。

手順手順手順手順2　ケーブルの接続（図ケーブルの接続（図ケーブルの接続（図ケーブルの接続（図B））））

1. コンピュータ本体およびすべての周辺装置の電源を切ります。
2. SCSI信号ケーブル1を、SDLTドライブのリア パネルにある

SCSIコネクタ2に接続した後、コンピュータの外部SCSI-2ポー
トに接続します。ご使用のコンピュータのSCSI接続に適した
SCSIケーブルを使用してください。6フィート（1.8m）のケーブ
ルが2本同梱されています。

3. ターミネータ（図には示されていません）を、SCSIコネクタ
3に取り付けます。
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4. テープ ドライブのAC電源コード4をドライブに接続してか
ら、もう一方の端をアース付きコンセントに接続します。

警告警告警告警告: 感電や装置の損傷を防止するために、電源コードのアー
ス付きプラグは無効にしないでください。この装置はコンセ
ントに接続し、アースして使用するように設計されています。
アース付きプラグは、安全上重要な機能です。

5. すべての周辺装置とコンピュータの電源を入れます。

デイジーデイジーデイジーデイジー    チェーン接続チェーン接続チェーン接続チェーン接続 -   -   -   -  オプション構成オプション構成オプション構成オプション構成
（図（図（図（図C））））

同一のSCSIチャネルに、同時に2台のSDLTテープ ドライブを接
続することができます。1台目のドライブは6フィート（1.8m）の
ケーブルを使用して接続し、追加のテープ ドライブは3フィー
ト（0.9m）のケーブルを使用してデイジー チェーン接続します。

注注注注: : : : 同じSCSIコントローラに、ドライブを3台以上接続しないでくださ
い。ただし、低電圧ディファレンシャル（LVD）コントローラを使用す
る場合は、1枚のコントローラに3台以上のドライブを接続することも
可能です。ケーブル構成については、LVDコントローラのマニュアルを
参照してください。

1. 1台目のドライブのSCSIコネクタ1にターミネータが取り付
けられている場合、ターミネータを取り外します。

2. 1台目のドライブのSCSIコネクタ2と2台目のドライブのSCSI
コネクタ3をSCSIケーブルで接続します。

3. 2台目のドライブのSCSIコネクタ4にターミネータ（図には
示されていません）を取り付けます。

4. すべての周辺装置とコンピュータの電源を入れます。
以上でインストールは完了です。テープ ドライブの詳細につい
ては、テープ ドライブに同梱されているHP StorageWorks SDLT
ドライブのリファレンス ガイドを参照してください。
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